
1on1⽀援ツール
Kakeai(カケアイ)



多様な組織へ提供

• 従業員数名の企業から数万⼈の企業、病院、学校、保育

園、介護施設、飲⾷店、研究施設...あらゆる組織、あら

ゆる職種の皆様にご利⽤いただいています。

• ⽇々、数千回の1on1が、Kakeai（カケアイ）上で実施

されています。

2Copyright 2023 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.Copyright 2023 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved. 2



多様な組織へ提供

• 従業員数名の企業から数万⼈の企業、病院、学校、保育

園、介護施設、飲⾷店、研究施設...あらゆる組織、あら

ゆる職種の皆様にご利⽤いただいています。

• ⽇々、数千回の1on1が、Kakeai（カケアイ）上で実施

されています。

3Copyright 2023 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.Copyright 2023 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved. 3



そもそも、
1on1ミーティングとは？
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そもそも1on1とは、どの
ようなミーティングなのか

• 1on1ミーティングとは、業務の指⽰・判断を⽬的とした

会議ではなく、部下の成⻑やモチベーションを⽀援する

ための定期的な⾯談
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1on1のお取り組みの背景はさまざま
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1on1のお取り組みの背景はさまざま

Copyright 2022 KAKEAI, Inc. All Rights Reserved.

対話の必要性
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1on1のお取り組みの背景はさまざま
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たしかに、対話をしないよりかは、
対話をした⽅がいいと思うが、
それがどのようなロジックで必要なのか？
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対話の必要性
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どういう会社であるべきか エンゲージメントが高い状態

企業の⽅向性やビジョンに共感していることを⽰します。職務においてやるべ
きことを⾃発的に模索し、⾏動に移す意欲が⼗分にある状態といえます。組織
への愛着も強まるため、事業課題に対して積極的に取り組む姿勢が⽣まれます。
こうした⼀つひとつの⾏動が、⽣産性の向上をもたらします。

どういうチームであるべきか 心理的安全性が高い状態

質問やアイディアを提案しても受け⽌めてもらえると信じることができ、思い
ついたアイディアや考えを率直に発⾔することができます。例えば、旧来の⼿
法への提⾔や⾰新的なアイディアについてオープンに話し合える雰囲気がある
組織は、⼼理的安全性が⾼いといえるでしょう。

どういう上司部下であるべきか 信頼関係が構築されている状態

信頼は「信じて頼りにすること」「頼りにできると信じること」を意味します。
双⽅がこのように感じている状態を、信頼関係が築けている状態といえます。
例えば、「部下のAさんに任せておけば安⼼」「先輩のBさんに相談すれば問題
解決の⽷⼝をつかめるはず」などと考えている状態が該当します。

何が必要か 対話をしている状態
必要なコミュニケーションが取れている状態、
コミュニケーション量が⾜りている状態

そのために何をするべきか 1on1の推進
通常の対話は、偶発的に⾏われます。
定期的に1対1の対話の場を設けることにより、
必然的に対話をする機会を組織として仕組みを⽤意すること
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対話の必要性
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しかし理想の対話があってこそ、
1on1の取り組みは効果を発揮する

1on1を⽀援する仕組みがないと、
対話をすることにより、逆効果になることも
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1on1を⽀援する仕組みがないと
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1on1でどういう話を

すればいいかわからない

1on1をやったけど、
良かったか悪かったのか

わからない。

関わり方の工夫の仕方が

わからない
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1on1を⽀援する仕組みがないと
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・その場限りの1on1になる。
・かけている時間に対して効果が⾒えづらい
・上司が、どういう話をするか考えるので、負担感が⼤きい
・メンバーは、受け⾝の状態となり、主体性が育まれない

1on1が定着しない
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1on1支援クラウド「Kakeai」とは
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特に1on1をやったことない、慣れてない管理職や企業に対して

誰でも質の⾼い1on1を実現する仕組みを提供するサービス



1on1ならではの問題をテクノロジーや特許で解決
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Kakeai（カケアイ）は、
1on1ツールの検討をされている企業において、

他の1on1⽀援ツールとの⽐較検討になった場合、100%選定されています。
（2023年12⽉現在）

お問い合わせ先
Mail：contact@kakeai.co.jp

TEL. 03-6721-1176

mailto:contact@kakeai.co.jp


Appendix
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「有効に感じない時間」を「有効な時間」に変える
Kakeai使⽤前後の「有効ではない時間」
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仮に上司655名、部下3,000名で、
⽉1回、1回あたり60分の
1on1を実施した場合。

上司全体で年間13,032時間、
部下全体で年間23,364時間、
合計36,396時間の「有効に感じな
い」時間が削減され、「有効な時
間」に変わる。
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対話がスムーズになった

79.8%

対話の質の向上を感じる

86.6%

⼼理的・物理的な負担が減った

84.5%

ユーザーアンケート結果

効果（コミュニケーションの感じ⽅⼤幅改善）
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ご利⽤ユーザーのお声
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1）⽇本電気株式会社様
本⾳で⾔える/聞ける、⼼理的安全性を⾼める1on1
詳細記事：https://kakeai.co.jp/case/nec/
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2）農林中央⾦庫様
業務の進捗管理を適切に管理し、評価の納得感を⾼める1on1
詳細記事：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000119.000041953.html

3）KDDI株式会社様
能力を最大限発揮できる環境を提供し、社員の成長を支援する1on1
詳細記事： https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000118.000041953.html

導⼊企業インタビュー（定性｜代表的な声）

https://kakeai.co.jp/case/nec/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000119.000041953.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000118.000041953.html
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効果（定性｜代表的な声）

• 上司にはっきり⾔いにくい「期待している対応」を選ぶだけで伝えられて本⾳が話
せる。

• こんなことも上司に話していいんだ／いつでも話せるんだ、という安⼼感がある。
• 仕組みによって、1on1をどう活かすか考えるようになり、1on1が⾃分の時間に変
わった。ミーティングも⽣産的になった。

• 1on1の前に⾃分⾃⾝が選んだ「トピック」や「上司に期待する対応」次第で、上
司の対応が変わり、ミーティングを⾃分の責任としてコントロールできている感覚
がある。

• ⼼理的にも、物理的にも負担が減った。

「部下」としての利⽤について
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効果（定性｜代表的な声）

• 本⾳が掴める。
• 部下が考えて1on1に臨むようになり、早く核⼼に到達できている。
• 部下が何を選んでいるか事前に⼀瞬⽬を通すだけで1on1の場の作り⽅が変わる。
• 1on1以外の⽇常のマネジメントに活かせていることが⼤きな価値。
• 業務の管理や数字達成のための指⽰が減った。
• 結果を振り返り、⾃分の想定や感覚とのギャップを確認し、次⽉に活かせている。
• ⼼理的にも、物理的にも負担が減った。

「上司」としての利⽤について
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効果（定性｜代表的な声）

• 現場の実態が掴める。
⾃分の想定との乖離を確認し、組織状態やマネジャー個々の課題について、⾃⾝
の⾒⽴ての調整に活かせている。
したがって、当然、組織や個⼈に対する⽀援や関わり⽅がシャープになった。

「⼈事や、エグゼクティブ」としての利⽤について


